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別　冊 

表紙写真：「吟子物語」試飲会（12月6日）

先般実施しました市町村合併町民アンケートの

結果がまとまりましたのでお知らせします。

20歳以上の町民の皆さん2,304人を対象に実施し、

1,059人の皆さんから回答をいただきました。

回答率は46％でした。
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市町村合併を考える ④
《 キ ラ リ と ひ か る ま ち づ く り を め ざ し て 》

市町村合併についての内容
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500 対　　象/町内20歳以上の全町民
（H14.12.1現在2,304人）

配布方法/調査票を世帯ごとに郵送

回収方法/同封の返信用封筒（世帯ごと）
により返送。

調査期間/平成14年12月6日から12月20日

回答状況を見ると、20歳代と30歳代の

回答が少なく、40歳代から70歳代まで

は、比較的関心が高い結果でした。

市町村合併アンケート結果報告書

問1

①今回の合併に関する内容の理解度については、6
割近い町民が理解しており、何となく知っている人

を加えると9割と理解度は高い。しかし、回答率か

ら考えると全体的には今後一層の情報提供が必要と

考えます。

②年代別で見ると、回答状況と同様40代から70代
の理解度が高く、若年層と80歳以上では低い結果と

なっています。

合併することを望みますか？問2

①回答者の約4割が合併を望んでいない結果でした。しかし、
判断できないという方も4割近くある状況を見ると、今後の

取り組みを通しての情報提供を含めた町民周知が必要である

と考えます。

②年代別では、若年層が平均的な回答であり、80歳以上にな
ると判断できない方が半数を超えています。40代から70代ま

では比較的合併を望まない方の率が高い結果でした。

③今回のアンケートは、広報での周知と町民懇談会を経て実
施しましたが、寄せられた意見の中には情報が少なく判断で

きないという声も多く、そのまま結果にあらわれています。

④ただ現段階での町民の皆さんの考え方、今後の取り組みの
中での考え方という意味では、今回の調査で得た結果は今後

の検討材料として十分参考になるものと思われます。
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合併を望む理由（253人中）問3

①合併を望む理由の選択で一番多か
ったのは「�国からの支援が受けら
れる」で6割強、続いて「�仕事が
見直され充実したサービスが受けら

れる」、「�いずれは小さな町の権限
がなくなる」の順でした。

②年代別で見てもほぼ同様の結果です。

③この結果から、国主導の市町村合
併によるイメージ先行がもたらす

「今、合併しなければ」という危機

感の現れにつながっていると考えら

れます。

合併を望まない理由（421人中）問4

どちらとも言えない・わからない理由（385人中）～未回答12人問5

①この選択で一番多かったのは、圧倒的に「判
断材料が少なく今は判断できない」で6割強で

した。これは、調査時の意見でも多く寄せられ

ており、具体的なメリットやデメリットなどが

示されていないという理由からの結果と考えら

れます。

②その中で60代と70代では「どちらでもよい」
という回答の割合が高くなっています。

①町の仕事が見直され充実したサービスが受けられる… 130人（51.4％）

②新しい町の計画により必要な施設などの整備が進む… 97人（38.3％）

③各町にある公共施設が利用できて便利………………… 38人（15.0％）

④町が大きくなり人口も増えてイメージアップになる… 52人（20.6％）

⑤合併すると国からの支援が受けられる………………… 162人（64.0％）

⑥いずれは小さな町の権限がなくなる…………………… 110人（43.5％）

⑦その他……………………………………………………… 23人（ 9.1％）

【その他の主な意見】

�負債が多く単独では財政が困難�特定の人間に支配されず意思
の広域化がなされる�役場職員が減る（多すぎる）�時代の流
れ・今の生活より良くなりそう�国に反対するのはいろいろと不
利�合併することで無駄なく合理的にお金が使われる

①合併を望まない理由の選択で一番
多かったのは「�中心の町だけよく
なって…」で全体の7割強、続いて

「�町民の要望などが…」、「�町が
大きくなり…」と続くが、全体的に

平均した回答となりました。

②年代別では、50代～80代まではほ
ぼ同様の結果ですが、20代～40代の

3位に「�他の町にない特色ある町
づくりを進めている」が入っている

のが特徴的です。

③この結果は過去の経緯から端の町
が淘汰されるという危機感がそのま

ま現れたものと考えられます。

①町民の要望などが届きにくくなる……………………… 250人（59.4％）

②町の歴史・文化・人のふれあいなどが薄れる………… 140人（33.3％）

③町が大きくなりきめ細かなサービスが受けられない… 169人（40.1％）

④中心の町だけ良くなって端の町がさびれる…………… 297人（70.5％）

⑤他の町にない特色ある町づくりを進めている………… 125人（29.7％）

⑥合併しなくても４町が協力してやっていける………… 120人（28.5％）

⑦その他……………………………………………………… 19人（ 4.5％）

【その他の主な意見】

�学校の統廃合が進むかもしれない�合併する意味が
分からない�大きな都市との合併でないのでメリット
も一時的なもの�合併対象町が嫌�瀬棚町という町名
が消えるのは絶対反対

【その他の主な意見】

�合併しないで独自でやっていけるのか判断できない�内
容的に理解不十分だが、将来の見通しが見えない�高齢な
ので若い人にまかせる�交付金などの制限が明確でない。
合併に反対だが財政的に町民負担が課せられるのも考えも

の�よくわからない

※複数回答3つまで

※複数回答3つまで
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 広報 

今回のアンケート調査は、設問にお答えいただくほかに

町民皆さんからご意見をいただいております。大変多く

の貴重なご意見の中からいくつか要約してご紹介します。

①一日も早い財政の健全化を図り、町民が安心して住めるような町にしてほしい。
②八雲の方まで考えたもっと大きな計画をもってほしい。
③合併は時代の流れで仕方ない。ますます過疎化が進み生き残るためにはやむを得ない。
④たとえ合併しても今までの歴史文化は生きていくと思う。
⑤合併によるメリットを生かしながら、新しい地域のあり方を考えるべき。
⑥生き残り策の洋上風車やマリンタウンなどでは多くの利益は望めないと思う。

合併を望む意見の中から

①みんなで声をかけあって、暖かい町にしてほしい。
②本州と北海道を同一基準での進め方に反対。自立できる将来像をしっかり見極めたあと
で決断すべき。

③瀬棚町の町名は絶対残すべき。歴史の重みが違う。
④過疎地域同士の合併は数年後にはまた元に戻る。今の瀬棚を活かした独自の発展を望む。
⑤住民に必要なサービスは揃っているので不自由さは感じない。財政問題も大きいが現在
のような特色あるまちづくりに期待する。

⑥４町が共同でやれることを合理的に進めるべき。

合併を望まない意見の中から

①合併後の交付税やまちづくりの姿、本庁がどの町になるかなど、判断材料が少ない。
②単独でやっていければベストだが、その場合のデメリットを説明してほしい。
③瀬棚町のこれからの未来にかかわる最重要課題なので、慎重に取り組んでほしい。
④合併パターンは４町だけか。他の選択パターンはないのか。

その他の意見の中から

■皆さんにご協力いただいたアンケート調査の結果については、これからの検討材料として活

用させていただきますが、皆さんもご承知のとおり小規模自治体のあり方についての議論が活

発になっています。今月下旬には、全国の町村長が集まり国に要望するなど、合併問題を取り

巻く情勢はいよいよ本格化してまいりました。

■４町での協議については、合併問題協議会（町長・議長）を設置し、将来この地域がどうあ

るべきかを検討することとなっています。また、瀬棚町では各関係機関の皆さんによる協議会

を設置し、４町の協議内容を中心に瀬棚町としての検討を進めてまいります。

■今回のご意見で最も多かったのは、「情報量が少ない」という

意見でした。今後の協議会などで整理されました資料等を的確

にお知らせしたいと考えております。

市町村合併に関するお問い合わせ先／総務町民課　碇谷・福士
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